
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

なないろ 
保健便り ８月号 

令和８年８月 

 ミライズにじ 

   保健室 

 うだるような暑さで、寝苦しい日が続きます。暑い夏を乗り切るには、しっかり睡眠をとることが大事

です。深く寝入ったときに、部屋の温度が低すぎたり、おなかが出ていたりすると寝冷えになり、体調を

崩してしまいます。身体が小さい子どもは、身体の冷えも早いので、気を付けましょう。 

７月の感染症 

手足口病   

ヘルパンギーナ 

 

乳幼児の体は、水分が８０％

を占めています。運動をし 

なくても、汗や呼吸、尿によって水分は失われて 

いきます。体内の水分が不足すると、夏バテや便 

秘などの不調が現れます。暑い夏にはし 

っかりとお茶や水を飲ませ、水分補給をし 

ましょう。ただし飲みすぎに 

は注意が必要です。 

今年も暑い夏がやってきました。今年は早めにプー

ル・水遊びを始めましたが、７月の第３週には気温が３

５度を超える猛暑日となり、中止せざるを得ない状況

が続いています。コロナの蔓延、猛暑日などで子どもが

水に親しむ機会が少なくなっています。暑さ指数をチ

ェックしながら、１日でも多く、水遊びを行なえるよう

にしたいと思います。 

 


